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概要：現在，グローバル化による多言語間コミュニケーションの機会が増加している．しかし，多言語間
での正確な情報共有は十分に行われていない．正確な多言語間対話支援が求められる場では，用例対訳が

多く用いられている．また，用例対訳を質問と回答の対の形で保存した応答用例対を用いることで，より

正確な多言語間対話支援が可能となる．しかし，応答用例対は多言語間対話支援システムの入力ログから

の生成や，システムの管理者による登録が主なものとなっており，応答用例対の数の増加が課題となって

いた．そこで本稿では，用例対訳の一つであり，用例の一部を穴あきにして入れ替え可能とした穴あき用

例の概念を活用して，応答用例対および用例の作成を行う手法を提案する．本稿の貢献は，応答用例対と

穴あき用例を活用した用例対訳作成手法を提案し，応答用例対の回答となる用例作成ができることを示し

た点である．
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1. まえがき

近年の世界的なグローバル化により多言語間コミュニ

ケーションの機会が増加している．日本国内でも在留外国

人数や訪日外国人数は増加傾向にあり [1], [2]，今後，外国

人住民のさらなる増加が予想されている [3]．このため，政

府内でも多文化共生の推進に関する研究会が開かれてお

り [3]，今後，多文化共生社会になると考えられる．しか

し，一般に多言語を十分に習得することは非常に難しく，

母語以外の言語によるコミュニケーションは困難なことも

あり [4], [5], [6]，日本語を理解できない外国人と日本人と

の間で正確な情報共有を十分に行うことはできない．

日本語を理解できないことの影響が顕著に現れる分野の
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1つに医療がある．医療分野では，わずかなコミュニケー

ション不足で医療ミスが発生する恐れがある．特に，日本

語が通じない外国人と日本人の医療従事者間でのやり取り

は，意思の疎通を十分に行うことができない．現在，日本

語を理解できない外国人の支援は医療通訳者が行っている

が，医療通訳者は慢性的な人員不足となっている．また，

通訳者の身分保障や通訳者自身のメンタルケアなどの問題

が存在している [7]．

そこで，多言語対応の医療支援システムの開発が多く行

われている [8], [9], [10], [11]．これらのシステムでは，正

確な多言語変換が可能な用例対訳が用いられている．用例

対訳とは，用例を多言語に正確に翻訳したコーパスのこと

を指し，「保険証はお持ちですか？」「はい」「いいえ」など

の利用現場で使用される言葉を多言語で提供することがで

きる．この用例対訳を用いて，利用者が適切な質問やその

回答を使用することで，正確な多言語対話が可能となる．

また，我々は用例対訳の収集，共有を目的とした多言語

用例対訳共有システム TackPad（タックパッド）の開発を

行っている [12]．収集した用例対訳は，正確性評価を行っ
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た後，多言語対応医療支援システムへの提供を目指してい

る．また，日常会話を対象とした多言語用例対訳共有シス

テムも開発されている [13]．

用例対訳を質問と回答の対でまとめたものである，応答

用例対を用いることで，より正確な多言語間対話支援が可

能であることが示されている [14]．しかし，応答用例対は

多言語間対話支援システムの利用ログからの生成や，シス

テムの管理者による登録が主なものとなっており，応答用

例対数の増加が課題となっていた．そこで本稿では，用例

対訳の一つであり，用例の一部を穴あきにして入れ替え可

能とした穴あき用例の概念を活用して，応答用例対および

用例の作成を自動で行う手法を提案する．本手法を利用す

ることで，自動的な応答用例対の作成を可能とし，より正

確な多言語間対話支援の実現を目指す．

2. 関連研究

多言語間コミュニケーション支援を目的として，用例対

訳や機械翻訳を用いた支援技術の研究が多く行われてい

る．機械翻訳は自由に入力された文をすべて多言語に翻訳

が可能であるため，子供向けの機械翻訳 [15]や多言語対面

環境の討論支援 [16]など，様々な分野で利用されている．

しかし，機械翻訳の精度は年々向上しているものの，正確

性が求められる医療分野でそのまま利用可能な精度には達

していない [17]．また，機械翻訳はルールや統計データに

基づいて動的な翻訳を行うため [18]，すべての対訳の正確

性を確保することはできない．

そこで現在，正確性が求められる分野においては用例対

訳による支援が多く行われている．用例対訳を利用した

システムとして，多言語医療受付支援システムM3（エム

キューブ）[8]や，ケータイ多言語対話システム [9]がある．

また，自由文に対応するために，用例対訳と機械翻訳を併

用したシステムも提案されている [10], [11]．

このように使用される用例対訳の収集・共有を目的とし

て，我々は多言語用例対訳共有システム TackPadの開発を

行っている [12]．TackPadでは，(i)医療従事者や患者など

が必要な用例をシステムに登録，(ii)翻訳者が (i)で登録さ

れた用例を各言語に翻訳，(iii)システム利用者が作成され

た用例対訳の正確性評価を行い，一定の閾値を超えた用例

対訳を多言語対応医療システムへ提供する，の手順で，医

療現場で求められている用例対訳の収集・共有をWeb上

で行っている．現在，本システム上には用例数は全言語合

わせて約 15,000文が存在しているが，用例対訳の数は十

分でないことが分かっている [12]．今後，医療分野で必要

な用例対訳を網羅した場合，現在の数十倍の用例が必要で

あると考えられるが，対訳作成を行う翻訳者への負担が非

常に大きくなるという課題を抱えている．また，より正確

な多言語間対話支援が可能な応答用例対の提案や，多言語

間対話支援システムの入力ログからの応答用例対の自動生

成が提案されている [14]．しかし，文献 [14]では利用者が

システムへ入力した内容から応答用例対を作成しているた

め，十分な応答用例対を得るためには十分なシステム利用

者数が必要であるという課題を抱えている．本稿では，応

答用例対と用例の一部を穴あきにして入れ替え可能とした

穴あき用例の概念を活用することで，自動的な応答用例対

および用例の生成を目指す．

3. 応答用例対と穴あき用例を活用した多言語
用例対訳作成手法

3.1 既存技術

3.1.1 応答用例対

本項では，応答用例対について述べる．本項で述べる応

答用例対は文献 [14]に基づいており，質問と回答の用例対

訳を 1つずつ含んだものを応答用例対とする．現在，応答

用例対はあらかじめシステム管理者が作成する方法と，シ

ステム利用者が使用した用例をもとに自動作成する方法が

存在している．

応答用例対を用いない場合，文脈が異なる回答候補の提

示が行われる場合が存在する．例として，質問「どのよう

な症状がありますか？」に対して，一般的な文脈非依存の

検索手法で「気持ちが悪いです」という文を検索した場合，

「空気が悪いです」という回答候補をシステムが提示する場

合が存在することが挙げられる [14]．また，用例対訳は多

言語の対であるため，応答用例対を用いず，単純に単言語

での質問と回答の対だけを見た場合に不正確となる場合が

存在する．例として，「アレルギーを起こす食品は何です

か？」という質問に対して，「卵」という回答を用いたとす

る．しかし，この回答は中国語では「虫卵（昆虫の卵）」と

なる用例対訳を用いていたという事例が存在している [19]．

文献 [14]では，多言語の質問と回答の対を適切に管理し，

正確性の確保についても考慮されている．このため，用例

対訳を用いた多言語間対話支援システムを利用する場合，

文献 [14]の応答用例対の使用が必要になると考えられる．

しかし，文献 [14]では医療従事者や患者などの利用者の

入力をもとに応答用例対を作成しており，入力数が少ない

場合に応答用例対数が増えないという課題が存在してい

る．本稿では，応答用例対を次項で述べる穴あき用例の概

念を用いて自動生成する手法の提案を行う．

3.1.2 穴あき用例

本項では，穴あき用例について述べる．穴あき用例は，

用例の一部を穴あきにして入れ替え可能としたものである．

穴あき用例の穴あきの部分の単語を入れ替えることで，具

体的な内容の伝達が可能となる．以降，用例の一部を穴あ

きにしたものを「穴あき用例」，穴あき部分に入れる単語を

「穴埋め単語」とする．

穴あき用例の利用について検討した文献 [20] では，以

下の手順で穴あき用例の抽出を行っている．本稿でも文
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頭が痛いどのような症状がありますか？

腰が痛いどのような症状がありますか？

背中が痛いどのような症状がありますか？

頭が腫れているどのような症状がありますか？

腰にできものがあるどのような症状がありますか？

背中が腫れているどのような症状がありますか？

既存の応答用例対 既存の穴あき用例と穴埋め単語

[[N]]が痛い

頭
腰
背中

[[N]]が腫れている

手
腰

[[N]]にできものがある

頭
顔

(2) 穴あき用例と
　  穴埋め単語の取得

(3) 応答用例対の穴埋め単語が既存の穴あき用例に含まれるものを抽出
(4) 応答用例対の穴埋め単語と既存の穴あき用例を統合して新たな応答
　  用例対の回答を作成

(1) 既存の応答用例対・穴あき用例の取得

……

図 1 提案手法の流れ

献 [20]の手法を用いて穴あき用例の作成を行う．

Step 1 形態素解析器を用いて用例を形態素に分割

形態素解析器を用いて用例を単語に分割する．その際，

句読点や “?”“!”は除去する．

Step 2 1つの形態素のみが異なる用例の対を抽出

Step 1で分割した形態素の 1つのみが異なる用例の対

を抽出する．その際，異なる形態素は同一品詞のもの

のみ抽出する．

Step 3 穴あき用例と穴埋め単語の抽出

Step 2で抽出した，1形態素のみ異なる用例群のうち，

異なる単語群を「穴埋め単語」，それ以外の部分を「穴

あき用例」として保存する．

なお，本稿では穴あき用例の穴あき部分を “[[N]]”のよ

うに表記する．使用するアルファベットは品詞を表してお

り，名詞は “N” を用いて表現する．例として，「頭が痛い

です」の「頭」（名詞）が穴埋め単語の場合，穴あき用例と

しては「[[N]]が痛いです」と表記する．

文献 [20]では，多言語用例対訳共有システムで収集され

た用例対訳をもとに，自動的に穴あき用例対訳が作成可能

かどうかを調査している．この結果，穴あき用例は言語間

で一対一に対応しておらず，自動的な穴あき用例対訳の作

成は困難であることが示されている．また，穴あき用例の

概念を使用した不足用例の発見，対訳作成支援，類似文の

作成補助の可能性が示されているものの，応答用例対の作

成については課題点として残されていた．

前述の通り，多言語間対話支援システムで用例対訳を使

用する場合，応答用例対を用いることで，より正確な多言

語間対話支援が可能となる．そこで本稿では，文献 [14]の

応答用例対と文献 [20]の穴あき用例を活用した多言語用例

対訳作成手法について検討を行う．

3.2 提案手法

本節では，応答用例対と穴あき用例を活用した用例対訳

作成手法について述べる．本手法では以下の手順で用例

対訳の作成を行う．また，図 1に提案手法の流れを示す．

表 1 本実験で用いた既存の応答用例対の概要

質問文 応答用例対数

（内科）どのような症状がありますか？ 164 対

（外科）どのような症状がありますか？ 226 対

表 2 本実験で用いた既存の穴あき用例の概要

文・単語数

穴あき用例数 206 文

穴埋め単語数 357 単語

穴あき用例のもととなった用例 792 文

図 1中の数字は下記の項目と対応している．なお，本手法

では穴埋め単語の品詞は名詞のみとした．

( 1 ) 既存の応答用例対と穴あき用例を取得する．本稿では，

( 1 )で抽出した穴あき用例を「既存の穴あき用例」と

する．本稿では，医療分野の応答用例対および穴あき

用例を使用することとする．

( 2 ) ( 1 )で取得した応答用例対のうち，回答の用例から穴

あき用例と穴埋め単語を取得する．抽出には，前節で

述べた穴あき用例抽出手法を用いる．

( 3 ) ( 1 )で取得した穴あき用例のうち，( 2 )で抽出した穴

埋め単語を含むものを抽出する．

( 4 ) ( 2 )の穴埋め単語群を ( 3 )の穴あき用例に入れること

で，新たな用例および応答用例対を作成する．

上記の手順は文献 [20]で提案されている不足用例の発見

手法と類似している．しかし，本手法では応答用例対内で

使用された単語をもとに新たな用例を作成している．この

ことにより，質問に対応した用例対訳の作成が可能になる

と考えられる．

4. 試用実験

本節では，本稿で行った試用実験について述べる．本実

験では，文献 [14]で作成された応答用例対と，文献 [20]で

作成された穴あき用例を用いて新たな用例の作成を行う．

本稿で用いた応答用例対の概要についてを表 1に，穴あ

き用例の概要についてを表 2にそれぞれ示す．
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図 2 内科の応答用例対から作成された穴あき用例と穴埋め単語

表 1 の応答用例対は，(1)10 名の日本人被験者が質問

文に対してそれぞれ 5～10 文の回答文を作成，(2)4 人の

日本人被験者が (1) の文を多言語用例対訳共有システム

TackPad[12]および多言語問診票作成システム [10]の日本

語用例 5,122文から検索し，文献 [14]の定義に従って応答

用例対を作成した結果を用いている．なお，文献 [14]では

5件の質問文を用いていたが，表 1以外の質問文から得ら

れた回答が単語のものが多かったため，本稿では表 1に示

す 2件の質問文のみ使用することとした．

表 2の穴あき用例は，多言語用例対訳共有システムTack-

Pad[12]の日本語用例 6,011文から作成している *1．なお，

本稿では穴埋め単語が名詞のもののみを使用している．ま

た，名詞のみの文，複数の連続した名詞が含まれる文，助

詞「の」の前後に穴あき部分がある文は，正確な文が作成

されない可能性が高いため，使用しないこととした．

5. 実験結果と考察

5.1 応答用例対からの穴あき用例の作成

本節では応答用例対から作成された穴あき用例について

考察する．これは，提案手法の（ 2）の段階にあたる．応

答用例対の内科での質問「どのような症状がありますか？」

の回答から作成された穴あき用例と穴埋め単語を図 2に，

応答用例対の外科での質問「どのような症状があります

か？」の回答から作成されたものを図 3にそれぞれ示す．

図 2および図 3内の四角が穴あき用例，丸が穴埋め単語，

*1 文献 [14] とは別の時期のデータを使用しているため，用例数が
異なっている．

丸と四角を結んだ直線が穴あき用例と穴埋め単語の対応を

それぞれ示している．

図 2および図 3より，応答用例対の回答から穴あき用例

を作成できていることが分かる．また，穴あき用例に使用

された用例数（応答用例対の回答）は，内科に関しては 30

文，外科に関しては 42文であった．これは，応答用例対の

回答全体（表 1）に占める割合がそれぞれ 18.3%，18.5%と

なる．言い換えると，この割合は穴あき用例の作成効率で

あり，応答用例対の回答のうち，約 18%の用例が穴あき

用例になったことを指す．既存の穴あき用例の作成効率は

13.2%（=792文/6,011文）であるため，応答用例対を用い

た穴あき用例の作成は，用いなかった場合に比べて作成効

率が良い傾向にあることが分かる．既存の穴あき用例は全

ての用例対訳から作成しているため，穴あき用例に向かな

い用例も多く含まれている．このことが作成効率の差につ

ながっていると考えられる．

また，図 2および図 3より，応答用例対の質問によって

作成される穴あき用例および穴埋め単語が異なっているこ

とが分かる．「[[N]]が痛いです」「[[N]]がある」など，一部

共通している穴あき用例も存在しているものの，穴埋め単

語群の傾向が異なっている．また，内科の穴あき用例・穴

埋め単語は「[[くしゃみ/痰]]が出る」「[[動悸/吐き気]]がし

ます」が，外科の穴あき用例・穴埋め単語は「[[釘/ガラス]]

が刺さった」「[[傷/傷口]]がふさがらない」など，各診療科

の特徴が穴あき用例や穴埋め単語に現れている．

応答用例対から作成された穴埋め単語は，図 2および

図 3より，2個から 10個の単語群に分類されていること
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図 3 外科の応答用例対から作成された穴あき用例と穴埋め単語

が分かる．また，1つの単語が複数のグループに属してい

る場合も存在している．本節で抽出された単語群は，次節

で分析する用例の作成で使用する．

5.2 応答用例対と穴あき用例からの用例の作成

本節では本手法で生成された応答用例対の回答（用例）

について考察する．本手法では，内科に関する応答用例対

が 202文，外科に関する応答用例対が 727文，それぞれ生

成された．表 3に応答用例対と穴あき用例から生成された

用例の例を示す．表 3のうち，応答用例対の穴埋め単語と

既存の穴あき用例を合わせたものが新しい応答用例対の回

答である．なお，以下の手順は新たな用例作成を表 3-1を

例に挙げて説明したものである．

( 1 ) 応答用例対の回答である「手が腫れている」「手首が

腫れている」などから，「[[N]]が腫れている」という

穴あき用例と「手」「手首」などの穴埋め単語を得る

（表 3中の「応答用例対」列）．

( 2 ) 既存の穴あき用例から「[[N]]が乾燥します」「 [[N]]が

動きません」など，( 1 )で取得した穴埋め単語が使用

されている穴あき用例を取得する（表 3中の「既存の

穴あき用例」列）．

( 3 ) ( 1 )で取得した穴埋め単語と ( 2 )で取得した穴あき用

例を組み合わせて，「手首が乾燥します」「手が動きま

せん」など，新たな用例および応答用例対を作成する．

表 3-1は，正確な応答用例対が作成された例である．こ

の例では，「手」「手首」「腕」という，よく似た部位が穴埋

め単語群として使用されている．このことから，似たよう

な部位を穴埋め単語として集めることができた場合，効率

的に新たな用例の作成が可能になると考えられる．

表 3-2は，一部の応答用例対が不正確となった例である．

「[[N]]が痛くて眠れません」という穴あき用例は正確な用

例として作成が可能である．しかし，「[[N]]がかゆいです」

については，「頭がかゆいです」「腰がかゆいです」など，皮

膚科での質問に適した文が生成されていることが分かる．

これは，既存の穴あき用例は応答用例対ではないことに起

因している．また，「頭」「腰」など，必ずしも内科に限定

されない部位が穴埋め単語群として抽出されていることも

一因であると考えられる．

表 3-3では，10個の単語が穴埋め単語群として抽出され

ている．部位も多岐にわたるため，「喉が熱を持っていま

す」「背中にできものができました」など，適切な用例も多

く生成できているものの，「目が熱を持っています」「頭に

異物が入りました」など，病気の症状として不適切な文が

生成される場合が存在している．特に，「[[N]]に異物が入

りました」は，目など特定の部位でしか使用できない言い

回しである．このことから，「[[N]]が痛い」など，汎用性の

高い穴あき用例に対応する穴埋め単語群は，応答用例対と

して適切な用例生成が難しくなる可能性が考えられる．た

だし，日本語として不適切な文については，Web検索や，

Web上の単語をまとめた Google N-gramを活用して共起

情報を取得し，この情報を元に適切性を判断することで，

一定の正確性判定が可能になると考えられる．また，前述

の通り，本手法での応答用例対の自動生成では不適切な応

答用例対が生成される可能性があるため，多言語対話支援

システムへの適用を行う際には，人手による正確性判定が

必要になると考えられる．
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表 3 応答用例対と穴あき用例から生成された用例の例

診療科
応答用例対 既存の穴あき用例

穴あき用例 穴埋め単語 穴あき用例

外科 [[N]] が腫れている 手，手首，腕

[[N]] が乾燥します

1 [[N]] が動きません

[[N]] がかゆいです

2 内科 [[N]] が痛い
頭，腰，肘， [[N]] が痛くて眠れません

節々，後頭部 [[N]] がかゆいです

3 外科 [[N]] が痛い

頭，腰，喉，腕， [[N]] が熱を持っています

手首，指，足， [[N]] にできものができました

背中，目，膝 [[N]] に異物が入りました

・生成された用例は，応答用例対の穴埋め単語を既存の穴あき用例に入れたものである．

6. まとめと今後の課題

本稿では，応答用例対と穴あき用例を活用した用例対訳

作成手法について述べた．本手法では，既存の応答用例対

に穴あき用例の概念を適用することで，新たな応答用例対

の回答に当たる用例の作成を行った．

本稿の貢献は，応答用例対と穴あき用例を活用した用例

対訳作成手法を提案し，応答用例対の回答となる用例作成

ができることを示した点である．

今後の課題としては，効率的な穴埋め単語の抽出手法の

検討が挙げられる．本稿では既存の応答用例対のみを利用

していたため，穴埋め単語群の数が少なく，その結果，用

例対訳作成の効率が悪くなっていると考えられる．応答用

例対だけでなく，シソーラスなどを活用することで，適切

な穴埋め単語群の抽出を行う．また，文献 [20]では，穴あ

き用例を活用した対訳作成手法についても述べられてい

る．本稿にも適用可能であると考えられるため，応答用例

対となっている用例の対訳作成に取り組む．
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